
科⽬ナンバー  RMGT2382S 

科⽬名  経営学  

担当教員  崎本 武志  

対象学年  2年,3年,4年  開講学期  前期  

曜⽇・時限  ⽉２  

講義室  1502  単位区分  選  

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 専⾨基幹  

科⽬⼩分類 専⾨基礎  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
  DP1-E〔学識・専⾨技能〕専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し利⽤することができ
る。
  DP4-I 〔理解⼒・分析⼒〕⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選
択、分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。

■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  E1  学識と専⾨技能（50％）
  F2  課題解決（20％）
  H1  論理的思考（15％）
  I１  理解・分析と読解 (15%)    

教員の実務経験

1990年よりJTBにおいて12年間、旅⾏商品をベースとした総合的な実務に携わってまいりまし
た。また、旅⾏商品のみならず、観光地域経営にも携わっております。本授業では、企業や組
織、地域に於ける経営学的な営みについて、事例に基づき講義を⾏います（第6回、第10回、
第14回）。  

成績ターゲット区分 ■成績ターゲット  能⼒開発の⽬標ステージと対応
  ２進⾏期〜３発展期  

科⽬概要・キーワード

経営学にはじめて触れる学⽣を想定し、経営学の⼊⾨科⽬として位置づけます。経営学の基本
的なテーマである、①経営戦略論(環境の変化を読み⽅針を⽴てる)、②経営組織論(組織を作り
⼈を動かす)、③技術経営論（イノベーションと呼ばれる経営の⾰新・開発などを⾏う）につい
て扱います。また、経営学が企業(会社)の経営戦略や企業⾏動にどのように活かされ、実践さ
れているかについて、事例を⽤いて学修します。こうした学修を通じ、受講される皆さんが社
会に出られたのち、実際の企業などの活動でどのように活躍するのかについて、わかりやすく
解説していきます。
■キーワード  マネジメント，サービス，イノベーション
※授業形態は講義形式により⾏います。事前の連絡が無い限りは対⾯で⾏いますが、対応する
コンピテンスに基づき効果的な授業⽅法として、または各授業を補完・代替するために、オン
ライン授業を⼀部取り⼊れる場合があります。  

授業の趣旨 ■副題  はじめての経営学
■授業の⽬的
①初学者のみなさんにもわかりやすく、経営学の⾻格を解説する。
②経営学の３つの柱である経営戦略論、経営組織論、技術経営論の理論を、幅広く解説する。
③実際の企業や組織、地域などで実践されている事例に基づいて、実践的に解説する。    
■授業のポイント

タイトル「2024年度危機管理学部(公開⽤)」、フォルダ「危機管理学部」
シラバスの詳細は以下となります。
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  経営学は、経済活動をともなう実践的な活動です。企業や地域などの組織で⾏われることも
ありますが、個⼈商店やベンチャー企業のように、ひとりや少⼈数で⾏われることもありま
す。しかしながら、社会の中において単独で成⽴する経済活動はありえません。これは経済が
伴わないコミュニティーにおいても同様です。本講義では、経営学を通して経済活動のみなら
ず社会活動における広い範囲での営みについて、具体的かつ総合的に解説していきます。    

総合到達⽬標

危機管理学部におけるDP1-E〔学識・専⾨技能〕（専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し
利⽤することができる）およびDP4-I 〔理解⼒・分析⼒〕（⽂章表現、数値データを適切に扱
いつつ、情報の収集と取捨選択、分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげるこ
とができる）の両ディプロマ・ポリシーに関連して、次の点を到達⽬標とする。
1. 経営学における理論全般(経営戦略論、経営組織論、技術経営論)の基本的な理論とその実践
事例を学び、体系的に経営学の基本事項を理解・修得し、実社会での活⽤を⽬指す。
2. 経営学全般の基本的な理論を⽤いて、現実の企業の経営戦略や企業⾏動をはじめ幅広い意味
での社会活動を総合的に分析し、課題解決を図ることができるだけの知識を習得する。
・経営学的な視点から危機管理に関する関連について説明できる。(第１・2・15回)
・経営学の理論に基づき、⾝近なヒューマンエラーから経営リスクに⾄るまでの危機管理につ
いて推論できる。(第3・７・11回)
・経営学の理論に基づき、危機管理について予測し、それらを分類し⽐較することができる。
(第4・８・12回)
・経営学の理論に基づき、さまざまな危機管理について具体的に分析し、述べることができ
る。(第5・９・13回)
・経営⾯での具体事例に基づき、さまざまな危機管理について列挙し、防⽌策について提案す
ることができる。(第6・10・14回)  

成績評価⽅法

■期末レポート1回(50％)︓適⽤ルーブリック  F2 ・H1 ・I1
（評価の観点）学習した経営学理論について正しく解釈し、危機管理に関する課題解決策など
に関して論理的に述べられているか、について主に評価します。
（フィードバック⽅法）ポータルにて解説・講評を⾏います。
■授業後フィードバックレポート(50％)︓適⽤ルーブリック  F1 ・G1・H1
（評価の観点）当該単元の理解度を評価するとともに、状況を把握し課題解決に向けた探究が
なされ、これらが論理的に論述されているか、について主に評価します。
(フィードバック⽅法)  次回講義において、教員より学⽣の皆さんに対してフィードバックレポ
ートに関するコメントを⾏います。  

履修条件 特にありません。  

履修上の注意点 本講義では、講義終了後に毎回フィードバックレポートを書いていただきます。この提出をも
って出席とします。提出が無い場合は出席とはみなしませんので、充分ご注意ください。  

授業内容 回 内容

1

以下の内容は予定です。受講者数や講義への理解の状況、学⽣の皆さんの興味関⼼によ
って、内容を変更することがあります。

①授業テーマ
ガイダンス 
②授業概要
経営学の基本的な考え⽅と講義の進め⽅について扱います。本講義の到達⽬標や学習計
画、講義運営についても解説し、今後の学修計画だけでなく将来設計にどのように役に
⽴つか、についても触れていきます（E1）。
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、本講義の受
講動機や学修⽬標についての論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有します。 
③予習(120分)
経営学とは何か、について⽂献などに基づき情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

2 ①授業テーマ
経営学および経営理論についての概説 
②授業概要
経営学の基本的なテーマである、①経営戦略論(環境の変化を読み⽅針を⽴てる)、②経
営組織論(組織を作り⼈を動かす)、③技術経営論（イノベーションと呼ばれる経営の⾰
新・開発などを⾏う）について扱います。そして、これらの相関関係についても解説し
ます（E1・I1）。
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営戦略
論、経営組織論、技術経営論の理解度についての論述課題とします。締め切り後、論題
解説を共有します。 
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③予習(120分)
経営学の３つの柱について、⽂献などに基づき情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

3

①授業テーマ
経営戦略論PARTⅠ 
②授業概要
経営戦略論の基本的なテーマである、環境の変化を読み経営⽅針を⽴てることについて
扱います。そして、これらの⽅向性を含めてどのような理論が存在するのか、ついて具
体的に解説します（E1・H1・I1）。
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営戦略論
における経営⽅針の⽴案についての論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有し
ます。 
③予習(120分)
経営戦略論について、⽂献などに基づき情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

4

①授業テーマ
経営戦略論PARTⅡ 
②授業概要
経営戦略論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回は経営戦略お
よび事業戦略、そして競争戦略について解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営戦略論
における事業戦略、競争戦略についての論述課題とします。締め切り後、論題解説を共
有します。
③予習(120分)
経営戦略とは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

5

①授業テーマ
経営戦略論PARTⅢ 
②授業概要
経営戦略論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回はマーケティ
ングをはじめとするカスタマー（対消費者）戦略について解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営戦略論
における対消費者戦略の⽴案に関する論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有
します。
③予習(120分)
マーケティングとは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

6

①授業テーマ
経営戦略論PARTⅣ 
②授業概要
経営戦略論における理論について、応⽤的な解説を⾏っていきます。担当教員の実務経
験を踏まえて、アウトソーシング、地域ブランディングなどについて解説します（E1・
F2・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営戦略論
における地域ブランディング戦略の⽴案に関する論述課題とします。締め切り後、論題
解説を共有します。
③予習(120分)
アウトソーシング、地域ブランディングとは何か、について⽂献や具体事例などを調
べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

7 ①授業テーマ
経営組織論PARTⅠ 
②授業概要
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経営組織論の基本的なテーマである、組織をつくり⼈を動かすことについて、総合的に
扱っていきます。そして、これらの⽅向性を含めてどのような理論が存在するのか、つ
いて具体的に解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営組織論
における⽅向性の⽴案に関する論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有しま
す。
③予習(120分)
経営組織論について、⽂献などに基づき情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

8

①授業テーマ
経営組織論PARTⅡ 
②授業概要
経営組織論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回は組織デザイ
ンと意思決定について解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営組織論
における理論に基づいた組織デザインと意思決定に関する論述課題とします。締め切り
後、論題解説を共有します。
③予習(120分)
組織デザインとは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

9

①授業テーマ
経営組織論PARTⅢ 
②授業概要
経営組織論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回はリーダーシ
ップとモチベーションについて解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営組織論
においてどのようなリーダーシップを取るとモチベーションが上がるか、について問う
論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有します。
③予習(120分)
リーダーシップとは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

10

①授業テーマ
経営組織論PARTⅣ 
②授業概要
経営組織論における理論について、応⽤的な解説を⾏っていきます。担当教員の実務経
験を踏まえて、マクロ組織論、地域経営におけるDMO（Destination Management
Organization）などについて解説します（E1・F2・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、経営組織論
に基づいた地域における組織のあり⽅を問う論述課題とします。締め切り後、論題解説
を共有します。
③予習(120分)
マクロ組織論、DMOについて⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

11 ①授業テーマ
技術経営論PARTⅠ 
②授業概要
技術経営論の基本的なテーマである、経営の⾰新・開発などについて扱います。そし
て、これらの⽅向性を含めてどのような理論が存在するのか、ついて具体的に解説しま
す（E1・H1・I1）。
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、技術経営論
における経営の⾰新・開発に関する論述課題とします。締め切り後、論題解説を共有し
ます。 
③予習(120分)
技術経営論および技術経営の実践事例について、⽂献や記事などに基づき情報収集を⾏
う。 
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④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

12

①授業テーマ
技術経営論PARTⅡ 
②授業概要
技術経営論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回はその⼤本と
なるイノベーションについて、全体像を解説します（E1・H1・I1））。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、技術経営論
におけるイノベーションのあり⽅についてを問う論述課題とします。締め切り後、論題
解説を共有します。
③予習(120分)
イノベーションとは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

13

①授業テーマ
技術経営論PARTⅢ 
②授業概要
技術経営論における理論について、具体的な解説を⾏っていきます。今回は⽣産管理と
品質経営、およびプロセスイノベーションについて解説します（E1・H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、技術経営論
における⽣産管理と品質経営、プロセスイノベーションのあり⽅についてを問う論述課
題とします。締め切り後、論題解説を共有します。
③予習(120分)
⽣産管理および品質経営とは何か、について⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏
う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

14

①授業テーマ
技術経営論PARTⅣ 
②授業概要
技術経営論における理論について、応⽤的な解説を⾏っていきます。担当教員の実務経
験を踏まえて、製品開発、組織イノベーションなどについて解説します（E1・F2・
H1・I1）。 
講義後、フィードバックレポートを設定します。１週間後を締め切りとし、技術経営論
における製品開発、組織イノベーションのあり⽅を問う論述課題とします。締め切り
後、論題解説を共有します。
③予習(120分)
製品開発や組織イノベーションについて⽂献や具体事例などを調べ、情報収集を⾏う。 
④復習(120分)
講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解をさらに深め
る。

15

①授業テーマ
経営学および経営理論についてのまとめ 
②授業概要
これまで扱ってきた経営学の理論や実践事例についてのまとめを⾏い、将来像について
解説します（E1・F2・H1・I1）。 
期末レポートを設定します。１週間後を締め切りとし、これまで扱ってきた経営理論を
リスクマネジメントにどのように活かしていくかについて提案することを内容とする論
述課題とします。締め切り後、説明を含む問題解説を共有します。
③予習(120分)
これまでの講義資料を振り返り、基本的な理論概念についての復習を⾏う。 
④復習(120分)
これまでの講義資料を参照しながら内容に関連する書籍・論⽂・記事等を読み、理解を
さらに深める。

関連科⽬  

教科書 教科書は使⽤せず、各講義回において資料を作成します。なお、講義資料は事前に
Google Classroomにアップしますので、適宜復習などにご活⽤ください。  
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参考書・参考ＵＲＬ

⼊⼭章栄（2019）「世界標準の経営理論」ダイヤモンド社
髙橋伸夫（2016）「⼤学4年間の経営学が10時間でざっと学べる」KADOKAWA
榊原清則（2013）「経営学⼊⾨[上](第2版)」⽇本経済新聞出版社
榊原清則（2013）「経営学⼊⾨[下](第2版)」⽇本経済新聞出版社  

連絡先・オフィスアワー 連絡先(勤務先）sakimoto@edogawa-u.ac.jp
      （⾃宅）takeaka_sa@yahoo.co.jp  

研究⽐率

■危機管理領域との対応
  災害マネジメント30％︔パブリックセキュリティ30％︔グローバルセキュリティ30％︔情報
セキュリティ10％
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